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大学入学共通テストに新科目「情報」

　令和 3年 3月 24 日，大学入試センターは，平成

30年告示高等学校学習指導要領に対応した令和 7年

度大学入学共通テストからの出題教科・科目につい

て，これまでの大学・高等学校関係団体からの意

見も踏まえ，出題科目を現在の 6 教科 30 科目から，

「情報」を含む 7 教科 21 科目に再編するとの大学

入試センターとしての結論とともにサンプル問題

を公表した 1）．正式にはこの結論を踏まえ，文部

科学省が高等学校および大学関係者等の協議を経

て令和 7 年度大学入学共通テスト実施大綱の予告

で示すことになる．

　そこで，この場を借り，大学入学共通テストに「情

報」を導入するに至った経緯や発表と同時に公表し

たサンプル問題を一部解説する．

これまでの経緯

　まず，大学入学共通テストに「情報」の導入が検討

されるまでの経緯を振り返る．時代とともに，情報

教育がますます重要になってきていることは言うま

でもないが，ここ数年，初等中等教育の情報教育に

おいて，大きな変化がある．具体的には，平成 29

年告示の学習指導要領の実施により，小学校では令

和 2年度からプログラミング教育が必修になり，中

学校の技術・家庭科でも，令和 3年度から，生活や

社会における問題を，情報通信ネットワークを利用

した双方向性のあるプログラミングによって解決す

るという内容を取り扱ったり，情報セキュリティ等

の指導を充実したりしている．

　高等学校の現行の学習指導要領下では，共通教科

情報科は「社会と情報」および「情報の科学」の 2科目

からの選択必履修だったところ，平成 30 年告示の

学習指導要領の改訂により，図 -1に示す 4つの領

域で構成された「情報Ⅰ」が必履修科目となり，令和

4年度から年次進行で実施される．これは，文系・

（1）情報社会の問題解決
情報と情報技術を活用して問題を発見・解決する

方法や情報モラル，情報と情報技術の適切かつ効

果的な活用と望ましい情報社会の構築などについ

て考察する．

（2）コミュニケーションと情報デザイン
効果的なコミュニケーションを行うために，情報

デザインの考え方や方法に基づいて表現する．

（3）コンピュータとプログラミング
プログラミングによりコンピュータを活用すると

ともに，モデル化やシミュレーションを通して問

題の適切な解決方法を考える．

（4）情報通信ネットワークとデータの活用
情報セキュリティを確保し，情報通信ネットワー

クを活用するとともに，データを適切に取集，整

理，分析し，結果を表現する．

図 -1　「情報 I」の 4 つの領域
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現力などの学力を評価する大学入学共通テストを着

実に実施していく．また，当該テストにおいて『情

報Ⅰ』を 2024 年度から出題することについてCBT

活用を含めた検討を行う」とある．

大学入学共通テスト「情報」の検討  

　このような背景もあり，大学入試センターでは，

平成 30年告示高等学校学習指導要領に対応した令

和 7年度大学入学共通テストの出題科目について，

これまで有識者や文部科学省と協議を重ねた結果と

して，「情報」を含む 7教科 21科目に再編成すると

いう検討中案を令和 2年 10月 20日に大学等や高等

学校の関係団体に示し，後に提供した「『情報』試作問

題（検討用イメージ）」2）と合わせて意見を求めた．

　各団体からの意見を踏まえ，大学入試センターと

して次のような結論に至った．

情報

出題科目は『情報』の 1科目とする．

『情報』は「情報Ⅰ」の内容を出題範囲とする．

また，情報で 1つの試験時間帯とする．

「情報」サンプル問題

　結論とともに公表されたサンプル問題（『情報』）は，

具体的なイメージを共有するために作成・公表され

たものであり，平成 30 年告示高等学校学習指導要

領「情報 I」および解説に基づいて作成したものであ

る．ただし，「情報 I」のすべての項目を網羅してい

るものではなく，公表時点において教科書はまだ検

定中であったため，教科書の内容を照合したもので

はない．また，この問題は専門家により作成された

ものであるが，これまでの大学入試センター試験や

大学入学共通テストと同様の問題作成や点検プロセ

スを経たものではなく，実際の問題セットをイメー

ジしたものでもない．今後，多くのご意見をたまわ

理系を問わず，将来にわたり情報を活用する能力を

国民的素養として身につける基盤となる．

　視点を変えて，大学等の高等教育に目を向ける

と，Society 5.0 の実現に向けた人材育成の 1つと

して，文部科学省が平成 28 年度にとりまとめた「大

学の数理・データサイエンス教育強化方策について」

を踏まえ，拠点校となる 6大学が中心となり，数理・

データサイエンス教育を充実させるとともに，その

成果を全国へ波及させるための活動を進めている．

　国の動きとしても，平成 30 年 6 月に閣議決定さ

れた「未来投資戦略 2018」では，「義務教育終了段階

での高い理数能力を，文系・理系を問わず，大学入

学以降も伸ばしていけるよう，大学入学共通テスト

において，国語，数学，英語のような基礎的な科目

として必履修科目『情報Ⅰ』（コンピュータの仕組み，

プログラミング等）を追加するとともに，文系も含

めてすべての大学生が一般教養として数理・データ

サイエンスを履修できるよう，標準的なカリキュラ

ムや教材の作成・普及を進める」ことが挙げられて

いる．さらに，令和元年 6月 11 日に統合イノベー

ション戦略推進会議で決定された「AI 戦略 2019」に

おいては，2025 年までに実現する具体的な目標と

して，「文理を問わず，すべての大学・高専生（約

50万人卒／年）が，課程にて初級レベルの数理・デー

タサイエンス・AI を習得」することや，「文理を問

わず，一定規模の大学・高専生（約 25 万人卒／年）

が，自らの専門分野への数理・データサイエンス・

AI の応用基礎力を習得」することが掲げられてい

る．令和 2年 7月に閣議決定された「統合イノベー

ション戦略 2020」では，「大学入学共通テストに『情

報Ⅰ』を 2024 年度より出題することについて検討

し，2021 年度中に結論を得ること等も見据え，高

等学校における専門教員の養成や外部人材等の活用

も含めた質の高い教員の確保等の全国的な支援方策

を早急に検討し，実施する」ことが述べられている．

さらに閣議決定された「成長戦略フォローアップ」で

は，「Society 5.0 時代に必要な思考力・判断力・表
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りながら，適切な分量と難易度を調整する必要はあ

るが，大学入学共通テスト「情報」の具体的なイメー

ジを持っていただけるものと考える．

　サンプル問題は，3つの大問で構成しているが，

紙面の都合で，ここでは，プログラミングを用いた

問題解決に関する問題（第 2問）と，実践的なデータ

の活用や分析する問題（第 3問）を図 -2で示すとと

もに，その内容について見てみることにする（いず

れも抜粋）．

　第 2問は，比例代表選挙の議席配分法であるドン

ト方式を題材にしたプログラミングを用いた問題解

決に関する問題で，生徒が主体的に学習し探究する

場面を設定している．これは，与えられた手順を理

解し，配列変数の内容をトレースすることでアルゴ

リズムを正しく理解する力や，そのアルゴリズムを

実現するプログラムを適切に完成させる中で，デー

タ構造や演算処理を考えさせ，さらに想定される課

題においてプログラムを適切に改善する力を問うて

いる．完成するプログラムを含め問題の難易度につ

いては，プログラミングにかける授業時間数や文理

を問わないすべての受験者を対象とすることを鑑み，

また，高等学校における指導体制の状況や高等学校

関係者の反応を見ながら，さらに検討を深めていく

必要があると考える．

　この問題の中で使用しているプログラミング言語

は，高等学校の授業で多様なプログラミング言語が

利用される可能性があることから，公平性を鑑み

て，大学入試センター独自の日本語表記の疑似言語

（以下，DNCL）としている．DNCLは，これまで「情

報関係基礎」で使われてきたが，このサンプル問題

では，これまでのDNCLの仕様に実用プログラミ

ング言語の良いところを取り入れ，一部表記を改め

たDNCLを使用している．このDNCLは，高等学

校の授業で何らかのプログラミング言語を用いて実

習した生徒であれば容易に理解でき，さらには，学

んできたプログラミング言語でこの問題で扱われて

いるプログラムを記述することも容易にできるので

はないかと考える．

　第 3問は，サッカーのワールドカップに関係する

データを表計算ソフトウェアや統計処理ソフトウェ

アを用いて，データを整理，加工し，データに含ま

れる傾向を見出すなど，実践的なデータの活用およ

び分析に関する基本的な理解と考察する力を問う問

題である．

　複数の項目（変数）の関連性を一度に評価できる散

布図行列を用いて，より実践的に項目の関係の有無

を判別し，傾向を見出す力を問うている．また，与

えられた基本統計量を読み取り，データに含まれる

傾向を見出す力も問うている．さらに，単回帰直線

をもとにデータの予測について考察する力や，予測

値との差である残差を考えさせている．問題の中で，

データを表計算ソフトウェアのシートで処理してい

るが，あくまでもデータの処理結果を示しており，

表計算ソフトウェアの操作を問うものではない．

CBT の検討

　大学入試センターでは，高大接続改革や情報教育

の振興といった政府の施策の中で求められたこと

もあり，大学入学共通テストへのCBT（Computer-

based Testing）活用の可能性について，これまで有

識者を交え検討を行ってきた．そして，公表された

報告書の中では，令和 7年度大学入学共通テストは

PBT（Paper-based Testing）で行うとしている．特

に「情報」ではCBTで試験を行うメリットは大きい

が，単なる学力試験・調査等をはるかに超える実施

水準が求められる大学入学者選抜の性質を考えると，

全国的に均質で質の高い受験環境（パソコン，ネッ

トワーク等）の確保，トラブルが生じた場合の対応

体制の構築，IRT（Item Response Theory；項目反

応理論）に基づいた実施とするか一斉実施か，新し

い試験の在り方に対する受験者を含めた社会全体

の理解などについて，細やかな検討が必要である．

これらについては，公表された「大規模入学者選抜
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図 -2　公表されたサンプル問題（一部抜粋）
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におけるCBT活用の可能性について（報告）」3）を

参照されたい．大学入試センターでは，引き続き

CBTに関する調査研究を進めていく．

指導体制の充実

　大学入学共通テスト「情報」の導入に関連して，こ

れまでも報道等で，高等学校の教科「情報」の指導体

制について，いろいろな課題が指摘されてきた．文

部科学省も平成 31 年 3 月に「高等学校情報科教員

研修用教材」を提供し，続いて令和 3年 3月提供の

「高等学校『情報』実践事例集」と合わせて 4）教員研修

の面を支援しており，また，令和 3年 3月に「高等

学校情報科担当教員の専門性向上及び採用・配置の

促進について（通知）」5） を発出し，専任の教員採用

を促している．この指導体制の質・量の充実につい

ては，大学入学共通テストへの「情報」導入以前の問

題であり，早急に改善されなければならない．

今後について

　これまで試作問題やサンプル問題の作成等にお

いて多くの専門家にご尽力いただいた．大学入学

共通テスト「情報」が正式に決まった場合，入試科

目としてさらなる検討も必要となり，また，持続

可能な試験実施に向けて良質な試験問題を作成し

続けていく必要がある．これには，引き続き専門

家の協力なしでは成し遂げられないので今後とも

ご協力をたまわりたい．

　この「情報」の試験は文理を問わず，多くの大学で

入試として利用していただけるものと考えている．

今後，文系も含めて各大学・学部学科における入試

科目の検討に資するよう，そのメリットや正しい情

報を伝えていきたい．
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